
府

令

府

令

・

省

令

平成™š年˜—月™Ÿ日 金曜日 第œ�� 号官 報
〇
内
閣
府
令
第
五
十
七
号

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
貸
金
業
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

貸
金
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

貸
金
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
調
整
規
定
）

２

貸
金
業
法
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
顧
客
が
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
貸
金
業
法
施
行
規
則
附
則
第

二
項
に
規
定
す
る
震
災
特
例
対
象
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
貸
金

業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
七
十
九
号
）
附

則
第
九
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

〇
内
閣
府
令
第
五
十
六
号

預
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
預
金
保
険
法

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
五
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
預
金
保
険
法
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

預
金
保
険
法
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

預
金
保
険
法
第
五
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
五
年
内
閣
府
令
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
支
払
対
象
決
済
用
預
金
（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
対
象
決
済
用

預
金
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
支
払
対
象
預
金
等
（
法
第
五
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

支
払
対
象
預
金
等
を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
次
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、「
預
金
に
」
を
「
預

金
等
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
、
第
三
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
」

に
、「
預
金
の
」
を
「
預
金
等
の
」
に
、「
以
下
同
じ
。）
に
」
を
「
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
支
払
対
象
決
済
用
預
金
」
の
下
に「（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
払
対
象
決
済
用
預
金
を
い

う
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

機
構
が
示
す
様
式
に
従
っ
て
保
険
事
故
（
法
第
四
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
事
故
を
い
う
。）が
発
生
し

た
後
の
預
金
等
の
変
動
に
係
る
デ
ー
タ
を
機
構
が
指
定
す
る
磁
気
テ
ー
プ
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の

事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。）を
も
っ
て
作
成
し
、
又
は
当
該
デ
ー
タ
を
電
子
情
報

処
理
組
織
を
利
用
し
て
、
速
や
か
に
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置

四

預
金
者
等
（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
預
金
者
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
す
る
債
権
と
支

払
対
象
預
金
等
と
の
相
殺
及
び
預
金
等
債
権
の
買
取
り
（
法
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
預
金
等
債
権
の
買
取

り
を
い
う
。）そ
の
他
の
必
要
な
業
務
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置

第
一
条
第
二
項
中「（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
預
金
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
の
う
ち
、
当
該

預
金
者
等
が
当
該
預
金
口
座
に
有
す
る
預
金
に
係
る
債
権
の
全
額
が
」
を
「
に
つ
き
、」に
、「
預
金
口
座
と
、
当
該
預
金

口
座
以
外
の
預
金
口
座
を
判
別
す
る
た
め
の
」
を
「
額
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
預
金
」
を
「
預
金
等
」
に
、「
以
下
」
を
「
第
三
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
預
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
四
年
五
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府

財
務
省
令
第
三
号

預
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
預
金
保
険

法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
預
金
保
険
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

財
務
大
臣

安
住

淳

預
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

預
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
第
五

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
三
第
三
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
第
三
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
四
を
第
二
十
九
条
の
五
と
し
、
第
二
十
九
条
の
三
を
第
二
十
九
条
の
四
と
し
、
第
二
十
九
条
の
二
を

第
二
十
九
条
の
三
と
し
、
第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
回
収
困
難
債
権
と
し
て
買
取
り
の
対
象
と
な
る
資
産
）

第
二
十
九
条
の
二

法
第
百
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
資
産
は
、
手
形
に
係
る

債
権
、
債
券
に
係
る
債
権
、
金
融
機
関
と
債
務
者
と
の
取
引
契
約
の
違
約
金
又
は
当
該
取
引
契
約
を
実
行
す
る
た
め

の
手
数
料
に
係
る
債
権
そ
の
他
の
当
該
取
引
契
約
に
基
づ
く
債
権
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
か
ら
第
二
十
九
条
の
四
ま
で
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
か
ら
第
二
十
九

条
の
五
ま
で
」
に
、「
及
び
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
第
五
項
」に
、

「
及
び
第
百
十
八
条
第
四
項
」
を
「
、
第
百
十
八
条
第
四
項
及
び
附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
機
構
が
法
附
則
第
七
条
第
一
項
」
の
下
に「（
同
項
第
一
号
及
び
第
四
号
を
除
き
、
法
附
則

第
十
五
条
の
五
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
一
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項

第
二
号
の
二
中
「
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
二
」
を
「
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
三
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
附
則
第
十
条
の
二
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
五
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
加
え
、

「
補
て
ん
」
を
「
補

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
附
則
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
五
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
附
則
第
七
条

第
一
項
第
五
号
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
五
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第

六
号
中
「
附
則
第
七
条
第
一
項
第
六
号
」
の
下
に「（
法
附
則
第
十
五
条
の
五
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
条
の
四
中
「
附
則
第
二
条
の
十
」
を
「
附
則
第
二
条
の
十
六
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
預
金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行

す
る
。
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